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▶以前，本誌でご紹介した英国のがん患者支援
施設「マギーズセンター」を東京につくるプロジェ
クトが進行中です。9 月 23 日には，ご縁をいただ
き弊社を会場に「maggie’s tokyo キックオフミー
ティング」が開催されました。がん専門病院や
2020 年オリンピック会場に隣接する江東区新豊
洲に用地を確保，来夏の着工を目指して，必要資
金3500 万円をクラウドファンディング（ウェブを通じ
て不特定多数の賛同者から支援金を調達する手
法：https://readyfor.jp/projects/maggiestokyo）
で募ります。みんなでつくる施設になります
▶maggie’s tokyo に関わるボランティアスタッフの
バックボーンは看護職，会社員，個人事業主など
多様です。職種や組織を超えて協働しながら，し
なやかにハードルを乗り越えていく姿に魅了され，
それぞれの職場・仕事でもハイパフォーマーな方々
だろうと想像しました▶組織研究の専門家・中原
淳氏は「（異業種）越境学習者が組織を変革す
る」と述べています。組織を超えた価値共創に参
加する1 つのきっかけとしてmaggie’s tokyo にご
注目，ご支援を！� （小齋）

▶新人看護職員研修ガイドラインの基本方針では，
「基礎教育で学んだことを土台」にすることが求め
られています。しかし，特集内の村瀬裕子氏の稿の

「就職したら学校で行った技術教育はリセットされ
てしまうのか」という言葉にもあるように，「入職時
の新人は何もできない」という前提で新人教育に
取り組む施設もあるのが現状だと聞きます。▶今
回の編集作業では，基礎・臨床が互いの課題や
実情を共有することは，従来の各施設のシステム
の枠内に留まらない，看護師 1 人ひとりの多面性
と成長に注目することにつながると感じました。本
特集では各取り組みの立ち上げの経緯や実施の
際の課題への対応も多くご紹介しています。読者
の方が，ご自身の施設で今後連携を広げる際に，
参考にしていただければと思います。
� （笹山）
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アカウントをお持ちの方は「看護管理」で検索し
ていただき，「いいね！」をよろしくお願いいたし
ます。
http://www.facebook.com/kangokanri1991
◉twitter アカウントは，@kangokanri です。あ
わせてフォローをお願いいたします。

facebook始めました！

特集
決して後悔しない！

新病院プロジェクトの合意形成プロセス
近年，高度経済成長時代に建築された病院建物の老朽化が進み，新病院プロジェクトに取り組む
施設が多い。職員にとっても一生に一度の経験であり，どの施設もスタッフの総意を反映した“後悔
しない”新病院の落成を望んでいるはずだ。また，病院建築においては最大のユーザーである患者
の声が反映される機会が極めて少ないと言われており，計画段階において患者の代弁者として看
護師が果たす役割は大きい。看護管理者が知っておきたい新病院プロジェクトにおける「合意形成
プロセス」と，「そのプロセスへの看護部門の積極的な関与のありかた」に焦点を当て，病院建築
の専門家や新病院建築を終えた施設の看護師が，理想的な合意形成・意見集約の手法，プロ
ジェクトに関与する各院内委員会のマネジメント，設計・建築会社とのコミュニケーションの方法な
ど，具体的なヒントを提示する。

看護部が病院建築に関わる意義　医療福祉建築の専門家の立場から◉岡本和彦
【東京都健康長寿医療センターの取り組み】
看護部が積極的に関与した新病院建築の合意形成プロセス　
感染管理認定看護師の立場から◉加納江利子
【伊勢赤十字病院の取り組み】
就労環境改善でつくりだす「スタッフにやさしい病院」◉松井和世／松本ゆかり
【座談会】住民と医療者の対話で創る新病院
常滑市民病院における合意形成プロセス◉岡本和彦／片山凉子／久米淳子／山田朝夫
巻頭
うちの師長会・主任会⑫　北里大学病院
特別記事
被災地の看護師の勤務継続・離職・復職の背景
◉児玉有子
シリーズ
看護におけるダイバーシティ・マネジメント⑧
日本男性看護師会から広がるネットワークとキャリア支援◉矢込進
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